
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】 R3 1020 ver.1

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師80％
以上
○自主学習ノートを毎日出すなど計画
的に学習に取り組んでいると思う生徒
80％以上
○学校設定の家庭学習時間を達成して
いると思う生徒80％以上
○自分の子どもは、自主学習ノートを毎
日出すなど家庭で計画的に学習に取り
組んでいると思う保護者70％以上

◦教職員間のマイプランの共有、校内研
修等による取組の促進
◦生徒会活動での自主点検、教職員の随
時指導の継続
◦日々の学習時間の記録、年２回アン
ケート調査の実施 C

・学力向上対策評価シートの中間評価では、マイ
プランの取組ができている、または、わかりやすい
授業ができていると回答した教職員が７９％で
あった。
・｢私は、毎日の学習習慣を定着させるため家庭
学習の重要性を指導している｣教員の割合：100％
（9月）
・１学期実施した家庭学習時間調査では、達成生
徒の割合が１年57.4％、２年35.9％、３年52.5％で
あった。目標の80％以上には届かなかったので、
今後は家庭学習の課題内容やワークーシートな
どの工夫や改善が必要である。

B

●【達成】学力向上対策評価シートに示したマイプ
ランの成果指標を達成した教師90.4％
○【未達成】自主学習ノートを毎日出すなど計画
的に学習に取り組んでいると思う生徒 76.0％
○【未達成】学校設定の家庭学習時間を達成して
いると思う生徒52.8％（学校設定の家庭学習時間
を達成生徒：１年　38.2％、２年　37.2％、３年
67.5％【12月6～12日】）
○【未達成】自分の子どもは、自主学習ノートを毎
日出すなど家庭で計画的に学習に取り組んでい
ると思う保護者62.6％

B

・授業が分かりやすいと思う生徒が多いのに自宅
での学習習慣が定着していない原因を探り、PTA
と協力して啓発していく必要がある。学校から言い
にくいことがあれば、PTA会長名で保護者への呼
びかけを行いたい。
・ただ勉強しろというだけではなかなか取り組めな
いので、勉強する意味や目的を保護者、生徒共に
啓発することも大事になる。

指導教諭
研究主任・副研究主任
各学年主任
特別活動主任
各学級担任
各教科担任

○「分かる授業」を目指した、指導方法・
評価方法の工夫改善の推進

○先生は、私たちが分かりやすい授業
を目指して工夫していると思う生徒80％
以上
○学校は、生徒が分かりやすい授業を
めざし、学習内容や指導方法を工夫して
いると思う保護者80％以上

◦教科・領域の授業改善、指導力向上を
目指した外部講師招聘等を織り込んだ
校内研究会の定期開催
◦生徒による授業者評価の実施 A

・｢私は、「分かる授業」を目指して、指導方法、評
価方法を工夫し、実践している｣教員の割合：
94.7％（９月）。教科の特性を考慮し、それぞれが
創意工夫をしながら授業作りに取り組んでいる。
ポイントや視点を絞り、一人１公開授業で同じ方
向性をもった指導方法の工夫改善を進めていく。

A

○【達成】先生は、私たちが分かりやすい授業を
目指して工夫していると思う生徒96.2％
○【達成】学校は、生徒が分かりやすい授業をめ
ざしていると思う保護者80.8％
・生徒の実感と定着度の差を埋め、家庭学習を効
果的に取り組ませる手立てが必要である。

A

・子どもの「分かりやすい」という実感が高いのは
大変良いことであるので、このまま頑張っていただ
きたい。

管理職
指導教諭
研究主任
各教科主任
PTA担当

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳の授業で自分のことや友だち、
家族のことをじっくり考えることができて
いると思う生徒80％以上
○道徳の授業や「夢プラン講演会」、立
志式などを通して、心を育てる教育を
行っていると思う保護者80％以上

◦教員の指導力向上を図る、全学級での
道徳授業実践の相互参観
◦PTAや東与賀まちづくり協議会と連携し
た心を育てる活動の実施 A

・｢私は、道徳の研究授業（授業参観を含む）を実
施（協力）し、道徳の指導力を充実・向上させてい
る。｣教員の割合：100％（９月）。
・道徳では学年でローテーションで授業を行い、総
合的な学習では、各専門の指導者やまちづくり協
議会と連携し心を育てる活動に取り組んでいる。

A

○【達成】道徳の授業でじっくり考えることができて
いると思う生徒94.4％
○【達成】道徳の授業などを通して、心を育てる教
育を行っていると思う保護者90.0％
・現状にあった題材で各学年で協働して実践に臨
んだ。学びを生活に活かす指導を継続する。

A

・生徒の評価も保護者の評価も高い。「良いところ
さがし」などの関係性を築くような取組を今後も継
続してお願いしたい。 道徳主任

総合的な学習の時間主任
各学級担任・副担任

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○私はいじめゼロをめざした取組を行っ
ていると思う生徒100％
○学校は、いじめをなくし命を大切にす
る取組を行っていると思う保護者80％以
上
○いじめの未然防止、早期発見・早期対
応に向けた取組を行っていると思う教員
100％

◦毎月の「いじめ◦命を考える日」の取組と
生活アンケートの実施
◦各種調査等によるきめ細かな生徒の実
態把握
・学年⇔生徒指導部の連携した組織的
対応と、早急な対応による事案の解決

B

・｢いじめの未然防止、早期発見・早期対応に向け
た取組を行っていると思う｣教員の割合：100％（８
月）。アンケートを利用し、早期発見、対応に努め
ている。また、学年を中心に組織的にきめ細かな
聞き取り、丁寧な事実確認・事後指導を行ってい
る。その反面時間を要しているので、個々の教職
員の資質・能力を向上し、短い時間で指導できる
ように現任の指導を継続する。

B

○【未達成】私はいじめゼロをめざした取組を行っ
ていると思う生徒91.1％
○【達成】学校は、いじめをなくし命を大切にする
取組を行っていると思う保護者92.6％
○【未達成】いじめの未然防止、早期発見・早期
対応に向けた取組を行っていると思う教員95.2％
・毎月のアンケートで早期発見し迅速に組織的に
対応した。研修では事例検討を取り入れていく。

A

・意識面での100％は目指す数値ではあるが、そ
こにとらわれすぎず、発生した事案に対する迅速
な対応と、解決率に目を向けた方がより現実的で
あるので、継続した取組を自信を持って進めてほ
しい。

生徒指導主事
教育相談主任・副教育相
談主任
各学年主任
各学級担任

◎夢や目標をもち、主体的に行動しよう
とする自覚の育成

○私は、毎日の生活で自分の夢や目標
をもち、行動することができていると思う
生徒80％以上
○自分の子どもは、将来の夢や目標を
もっていると思う保護者80％以上

◦「特別な教科道徳」、「社会人に学ぶ」、
「職場体験」、「先輩に学ぶ」の実施によ
る、実社会に即した話を聞いたり、体験
活動をしたりする機会の設定
◦教員の指導力の向上を図る、全学級で
の道徳授業実践の相互参観

A

・｢私は、夢や目標をもち、主体的に行動すること
ができる生徒の育成を行っている。｣教員の割合：
100％（９月）。ソーシャルスキルトレーニング等を
通して日常的に生徒に投げかけ、主体的に考えさ
せるように促している。実際の行動には、まだ十
分には反映されていないので、主体的に行動しよ
うとする自覚の育成をめざし指導を進めていく。

A

○【達成】私は、毎日の生活で自分の夢や目標を
もち、行動することができていると思う生徒84.9％
○【達成】自分の子どもは、将来の夢や目標を
もっていると思う保護者86.3％以上
・学年に応じたキャリア教育を推進し、生徒の進路
選択に向け系統的に取り組んだ。今後は地域人
材の積極的な活用を進めていく。

A

・継続した取組をお願いしたい。コロナが収まった
ら地域へもっと出てきてほしい。 道徳主任

総合的な学習の時間主任
各学年主任
各学級担任・副担任

●「望ましい生活習慣の形成」
●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」
●「安全に関する資質・能力の育成」

○私は、朝食をとって登校していると答
えた生徒80％以上
○学校は、望ましい食習慣や生活習慣
を身につけさせるための指導を適切に
行っていると思う保護者80％以上
○私は、避難訓練で避難した通り道と取
るべき行動を覚えていると答えた生徒
80％以上
○学校は、授業や学級活動の指導・避
難訓練などを通じて、学校生活の安心・
安全に関する適切な指導を行っていると
答えた保護者80％以上

◦保健便り等を通した、朝食喫食率の向
上、早寝早起きの意義の理解と啓発
◦朝食をとらずに登校する生徒の保護者
への連絡、保護者面談での協力要請
・PTA母親委員会との協同
◦毎月１回の安全点検実施
◦職員・生徒の危機管理意識の向上のた
めの避難訓練（年２回）の実施
◦健康増進と体力向上を目指した適度な
運動の奨励

B

・｢私は、授業や学級活動の指導などを通じて、生
徒が安心して、安全に生活できる環境の維持、向
上を行っている。｣教員の割合：100％（９月）
・生徒にとって望ましい生活習慣を身につけさせる
ために、できるだけ臨場指導を心がけている職員
が多い。
・コロナウイルス感染症予防対策のため様々な制
約があるが「安全に関する資質・能力の育成」は
優先事項として取り組みを進める。生徒の行動面
には十分に反映されていない面も見受けられるの
で引き続き指導を進める。

A

○【達成】私は、朝食をとって登校していると答え
た生徒93.0％
○【達成】学校は、望ましい食習慣や生活習慣を
身につけさせるための指導を適切に行っていると
思う保護者83.2％
○【達成】私は、避難訓練で避難した通り道と取る
べき行動を覚えていると答えた生徒96.7％
○【達成】学校は、授業や学級活動の指導・避難
訓練などを通じて、学校生活の安心・安全に関す
る適切な指導を行っていると答えた保護者93.7％
・毎月の保健便りで生徒や保護者への啓発を行
い、昼食時の生徒会食育放送で意識を高められ
た。

A

・多くの家庭で朝食を子どもにとらせているが、そ
うでない家庭の原因を掘り下げていく必要もあると
考える。家庭環境などに起因する場合は、PTAや
地域全体でのフォローが求められる場合もある。
原因に応じた対策を学校としても考えてほしい。

保健主事
保健体育科主任
PTA担当
生徒指導主事

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

◦現状把握と対策の検討、働き方改革の
周知のための健康管理委員会の複数
回実施
◦定時退勤日の設定、実施
◦週二回の部活動休業日の設定、実施
◦サーバーを活用した電子媒体での事務
処理の実施

C

・４～７月超過勤務45時間未満、5３.６％。４～７月
超過勤務45時間以上～80時間未満、4９.５％。４
～７月超過勤務80時間以上、２.１％。
・職員減、クラス生徒数増による業務の割り当て
の増加に伴い、意識はしつつも全教職員超過勤
務時間年360時間未満達成は厳しい。自己申告し
た退勤時刻に向け業務を計画的に進めていく意
識を高めていく。

A

○【達成】4～12月時間外勤務時間の平均：33時
間48分。
4～12月時間外勤務45時間未満：67.5％。4～12
月時間外勤務45時間以上～80時間未満：
32.5％。4～12月時間外勤務80時間以上：０％。
・部活動の養日の週2日以上の設定は100％。
・複数顧問の配置により交代で休みやすい環境を
整備した。大会日程等による連続勤務の解消が
課題である。

A

・ICT活用は大事だが、やるべき事が増えて、負担
になっているのではないかと懸念する。
・不登校対応など多くの業務を並行して行うのは
本当に大変だと感じる。
・時間外勤務は学校としての取組の効果が現れて
きているようで、縮減されている。このまま継続し
て取り組んでいただきたい。

全教職員

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○持続可能な開発目標を
達成するための取組

○持続可能な開発目標を意識した教育
活動の研究

○SDGsの視点の活かした各教科での
授業実践

「持続可能な開発目標（SDGｓ）」の目標
４及び本校区の地理的特徴に関連する
目標14の理念を踏まえた、教育活動の
全教科・領域での展開・実施

A

・大学から講師を招聘し研修会２回（８月）を実施
し、大学と連携したワークショップを計画してい
る。・SDGｓの視点を反映した各教科の年間計画
を作成し、年間4回の授業実践と研究会を計画し、
その成果をまとめる。

A

○【達成】研究結果をリーフレットにまとめ全県下
に周知した。
・ワークショップ実施など大学との連携を深め、
SDGｓの視点を反映した各教科の年間計画を作
成し、実践の成果をまとめた。

A

・他に先駆けていち早くSDGｓ学習に取り組んでお
り、生徒の意識も高くなっている。故里の干潟をよ
り深く知り、大事にする気持ちを育ててほしい。

研究主任・副研究主任
各教科主任

○魅力ある学校づくり

○行きたい学校、行かせたい学校づくり ○東与賀中学校へ入学してよかったと
思う生徒80％以上
○東与賀中学校へ自分の子どもを通学
させて良かったと思う保護者80％以上

◦上記全ての取組（再掲）

B

・教職員の意識高揚に努め、現状に甘んじること
なく、成果指標達成に向けて、具体的取組を継続
して行っていく。 A

○【達成】東与賀中学校へ入学してよかったと思う
生徒95.3％
○【達成】東与賀中学校へ自分の子どもを通学さ
せて良かったと思う保護者93.7％

A

・生徒、保護者、職員の三者が「この学校で良かっ
た」と思える学校づくりが校長を中心になされてい
る。

全教職員

○特別支援教育の充実
○教員の専門性と意識の向上 ○特別支援に関する専門性が向上した

と思う教員80％以上
◦特別支援に関する研修会の実施
◦ケース会議の開催、情報共有 A

・｢専門性が向上したと思う｣教員の割合：94.7％（9
月）。体制の整備（時間割、教科書採択、巡回相
談、専門家派遣）を継続して行う。

A
○専門性が向上したと思う教員90.5％
・定期的な支援会議、長期休業中の研修実施等
で情報共有と職員のスキルアップを図った。

A
・研修や授業を通して、職員の意識が高まったの
は大変良いことなので、今後も継続して取り組ん
でもらいたい。

管理職
特別支援教育コーディネー
ター・特別支援学級担任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

総合評価A…未達成の項目はあるが、教育活動の成果が現れつつあり、生徒や保護者が安心して過ごすことができる学校づくりが進められている。
・学力向上については、学力向上推進コーディネーターを中心として、分かりやすい授業づくりを目指しており、生徒アンケートの結果からも伺うことができる。その一方で、家庭学習時間が不足しており、小学校やＰＴＡとの連携を進め課題を工夫しながら学習習慣の定着を図っていく。
・心の教育については、いじめゼロを目指し毎月の生活アンケートを学年、生徒指導主事を中心に教員間で協力をしながら対応したことが、保護者へ学校がいじめをなくし命を大切にする取り組みを行っているという高い数値につながった。これからも、いじめゼロをめざした取り組みを生徒、教員、保護者で協力をしながら生活
しやすい環境を構築していく。
・業務改善・教職員の働き方改革の推進については、職員室前方に退勤予定時刻を記入することによって、時間を意識し計画的に業務に取り組む姿勢が見られ、勤務時間にも反映されている。これからは、年次休暇取得率をさらに上げるために、申請しやすい業務分担や環境作りを推進していく。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

２　学校教育目標 「凜」とした元気・感動・温もりのある学校 ～ 夢実現に挑戦し努力する生徒の育成 ～

３　本年度の重点目標

①　確かな学力の育成

②　ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を達成するための取組

③　豊かな心の育成

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀市立東与賀中学校

１　前年度

　　評価結果の概要

一部未達の項目があるものの、継続した取組の成果により、本校の教育活動は生徒や保護者から概ね支持されており、高い満足度を示している。

業務改善や、仕事量の適切な配分による働き方を見直し、バランスの取れた勤務の推進を図る。


